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ガイダンス

・ 第１回

　

９月２９日（木）ガイダンス・川島真
・

　　　　　　　　　　

川島真（東京大学）「世界秩序の中の中国

　

習近平政権の対外政策」
・ 第２回１０月６日（木）高原明生（東京大学）「習近平政権下の中国政治」
・ 第３回１０月１３日（木）辞剣（在日本中国大使館公使参事官）

「中日関係の明るい未来を創るために何が求められるか」
・ 第」回１０月２０日（木）梶谷懐（神戸大学）「中国経済の行方（１）」
・ 第５回１０月２７日（木）丸川知雄（東京大学）「中国経済の行方（２）」
・ 第６回１１月８日（火）阿古智子（東京大学）「中国社会の現状と課題（１）」
」 第７回１１月１０日（木）沈建国（在日本中国大使館政治部参事官）「中国社会における中国共産党」

習近平政権への評価
とその分岐

・第８回 １１月２８日（月）富坂聴（拓殖大学）１中国社会の現状と課題（２）」

・第９回 １２月１日（木）村田雄二郎（東京大学）「歴史認識と歴史研究」

・第１０回 １２月８日（木）景春海 （在日本中国大使館商務部参事官）

「中日経済貿易協力の現状と展望」

・第１１回 １２月１５日（木）鈴木賢（明治大学）「中国法の仕組みと社会」

・第１２回 １２月２２日（木）園田茂人（東京大学）

「中国社会をいかに捉えるのか」

・第１３回 １月５日（木）予備日

習近平政権への疑問点

・習近平政権に対する評価の変遷と分岐
・１）アメリカ：２０１４年までは、習近平政権を高く評価。権力集中、強力な指導力。世

　

界秩序にも柔軟に対応するという評価。Ｊ．Ｂａｄｅての議論など。ところが、２０１５年になる

　

と、元ＮＳＣの〆ディーロスらの議論が歯切れの悪いものに。そして、中国の
分析より

　

も、中国への対応そのものを議論するように。中国をいかにｓｈａｐｅする
かということ、

　

またｃｏｓｔｉｍｐｏｓ道ｏｎなどが中国への対応として主流の議論になる。

・２）日本：基本的に習近平政権に対する疑義。特に日本政府から民主活動家、

　

ジャーナリストなどを招璃。ただし、習近平政権の対日強硬外交などによって、過度

　

に中国を批判する論調も。
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習近平評価の分岐

・学界でも、習近平評価は大きく分岐。アメリカの学界は、２０１５年あたりか

ら大きく転換。その象徴がシャンボー教授。しかし、実証研究の成果とい
うよりも評価が大きく変わったという印象。

・日本の学界は、習近平政権そのものの事績とともに、中央‐地方関係、
国家－社会関係に焦点。アメリガは中央の言説や、中央の権力政治で中

国を分析する傾向。習近平政権は権力政治の面では比較的成功裏に
権力の集中をおこなっており、この面だけ見れば肯定的な評価になる。

中国の政治体制への見方

・３．中国共産党が社会から支持される背景。

　

・ 江沢民による「三つの代表」など、共産党は階級政党からエリート政党へと転換。

・ 中国共産党は、まさに「包摂（ｃｏｏｐｔａｄｏｎ）」や「コーポラティ
ズム（ｃｏｔｐｏｒａ日ｓｍ）」を利

　

用しながら、１９９０年代から社会の諸集団への関与、統制管理を強化して、反
対勢

　

力になることを防ぎつつ、社会エリート、企業家などを共産党に包摂してきた

　

（Ｄｉｃｋｓｏｎ）。また、中には経済発展にともなって活性化する市民社会をむしろ組み

　

込みながら統治を改良しているという見方もある。これは、「諮問的権威主義

　

（ｃｏｎｓ直ａｄｖｅａｕｔｈｏｄｔａｄａｎｉｓ 」などと言われるぱｅｅｔｓ）。

中国の政治体制への見方

華禁輸閣議談醗酵を鮎歌糟樗雛諜繋離護憲擬鼓総務ま、

　

・ 党内の派閥闘争、抵抗勢力の動きによって改革の遅滞など、一党支配体制の脆弱性を過小評

　　　

価していると、これまでの柔軟性論への批判も（Ｌｉ）。

　

．謙遜話さ夏豊麗霊謡証審議埜常鍵無稽認謡な鷺綴喜霊園喜事業霊

　　　

ｇ髪響こ素盗品望ま巻ぎご覧農業話さ濫豊謡認激震肇転語震豊富富豪無害ｏ

　

墓事豊艶嚢馨塾義春呈露盤霊園墨滋養霊園豪毅竃喜総篭ぷｆｏｒ
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バリ一・ブザン教授の中国論

．Ｃｏｎ短ｓｉｎｇＰｕｂＢｃＤｉｐｌｏｍａｃｙｍｄｓｏ昼Ｐｏｗｅｒ（２０１６年３月１０日）

　　

・ＴｈｅｐｒｏｂｌｅｍあてＣｈｉｎａｉｓｔｈ【ｅｅおｌｄ：１）Ｃｈｉｎ〆ｓｇｏｒｅｒｎｍｅｎｔｄｏｅｓｎｏｔｉｎｉｔｓｅｌｆｈａｖｅａ
ｇｏｏｄｉｍａｇｅｔｏｓｅｎａｂｒｏａｄ；２）ｔｈｅＣｈｉｎｅｓｅｇｏｖｅｎ【打て・ｅｎｔａｐｐｅａｒｓｔｏｂｅａ元ａｉｄｏｆ［ｈｅｃｉｖｎ
ｓ。ｃｉｅｑｒｔｈａｔｉｔｓｈｉｇｈｌｙｓｕｃｃｅｓｓＦｔコｄｅｃｏｎｏｍｉｃｒｅＧコｒｍｓｈａｖｅＣｒｅａｔｅｄａｎｄ３）ｂｅｃａｕｓｅｏｆｉｔｓ
ｔｏｔａｌｉｔａｄａｎｔｒａ（五ｄｏｎｓ，ｉｔｄｏｅｓｎ。ｔｋｈｏｗｈｏｗｔｏｇｅｔ。ｕｔｏｆｔｈｅｗａＦ
・１）民主主義に対し強く反対し強力な権威主義的統治をしている。２）中国政府は

　

国民を恐れている。これは、中国政府が市民社会を弾圧し、国内治安を重視して

　

いることから分かる。３）中国政府は、どのようにすれば市民社会の「邪魔をしない」

　

かが分かっていない。

習近平体制の対外政策⑨

・発展途上大国として

・社会主義国として

・被害者として（国権回収物語）

・同盟国不在の中国

・国家主権重視

習近平政権の政策

・習近平政権が直面している二つのゲーム

　

・１）中央における権力政治

　　

２）国家－社会、中央‐地方

・中央の権力政治での政策

　

・１）権力集中の動き、２）反腐敗防止、３）軍の管理

・国家－社会、中央－地方

　

・１）ナショナリズム（中国の夢の、２）経済成長、３）監視・統制強化

習近平政権の対外政策①

・２１世紀の中国外交の変容

・

　

１）齢光養晦：江沢民期に採用された郡小平の言葉。

　　　　　　　

最終的には、経済を重視した協調外交という意味。
・

　

２）２００５年、胡錦涛による国連「和諸外交」。ここがピーク。

　　

２００６－２００８年、政策の調整期に。「堅持義光養晦、積極有所作為」。

　　

２００９年以降は大きく転換。主権、安全保障重視に。
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習近平政権の対外政策①

・胡錦溝政権：最後まで鞄光養晦政策を堅持。
・２０１２年、習近平・李克強政権の成立。以後、一度も義光養晦使用せず。
・

　

→

　

中国型の国際秩序？

・集団指導体制よりも習近平に集中する権力。

　　

→

　

国内政治と対外政策の連続性。多くの利益団体。複雑性。

　　

→

　

世論との関係性。
・極めて強い経済力。経済力を利用した外交。

習近平政権の対外政策③

・アメリカとの「新型大国間関係」

・大国外交、周辺外交、途上国外交、マルチ外交

・周辺外交における新たな試み

・

　

強硬な主権・安全保障問題

　

十

　

大国中国としての振る舞い

　　

国際公共財の提供

　　

秩序イメージの提供

習近平政権の対外政策②

・《世界秩序と中国》：中国は世界秩序への貢献者なのか
・ 米空間的理解
・

　

１）グローバルな空間での協調。
・

　

２）中国の周辺領域での強硬外交。
・ ※分野的理解
・

　

１）中国にとって有利な枠組み：ＮＰＴ体制、六者協議など
・

　

２）中国にとっては有利な面もあるが、修正が必要：経済、金融
・

　

３）中国にとって不利：環境など
・

　

４）中国に無関係

東アジアと日本の立ち位置

・中国の存在の大きさ

・

　

→

　

経済を中心とした協力と、二国間関係としての安保？

・

　

→

　

ＡＳＥＡＮ中心性の維持と可能性

・南シナ海問題の衝撃、アメリカの関与

・日本の特殊性

・日中関係
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